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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月25日(2021.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　証明書更新部６４は、有効期限が渡過した証明書に対して新たな有効期限を設定するこ
とにより、証明書の更新を行う。証明書更新部６４は、例えば、通信制御装置３０（３１
）からの更新申請に基づいて、当該通信制御装置３０（３１）に対して発行した証明書の
有効期限を延長させた証明書を発行し、発行した証明書を通信制御装置３０（３１）に対
して送信する。発行した証明書を示す情報が通信制御装置３０（３１）により受信され、
通信制御装置３０（３１）のＩＣカード４０の証明書情報記憶部５５に記憶されることで
、通信制御装置３０（３１）の証明書の有効期限が延長される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　また、通信システム１では、ＩＣカード４０の制御部５１において、相互認証と暗号化
復号処理とのうち少なくともいずれか一方を行わせる。このため、通信制御装置３０（３
１）の装置コストを抑制することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１１８】
　また、第１通信デバイス１１１Ａからの不具合を示す情報を受信すると、通信制御管理
装置５の制御部６１は、不具合を示す情報の発信元である通信制御装置１０１の第１通信
デバイス１１１Ａに対して未通信状態となることを指示する（ステップＳ１０９）。この
通信制御管理装置５からの未通信状態への切替指示は、不具合を示す情報の発信元である
第１通信デバイス１１１Ａにより取得される（ステップＳ１１０）。これにより、第１通
信デバイス１１１Ａのコントローラ１２０は、通信制御管理装置５からの未通信状態への
切替指示に応じて動作モードを未通信状態に切り替える（ステップＳ１１１）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　自己診断の実施要求に対する結果を取得すると、通信制御管理装置５の制御部６１は、
自己診断の結果を記憶部６６に保存する（ステップＳ３１６）。例えば、通信制御装置３
０で自己診断が実施された場合、制御部６１は、自己診断の実行結果を示す情報を実施日
時と共に当該通信制御装置３０１の識別情報に対応づけて記憶部６６に記憶する。また、
通信制御装置３０で自己診断が実施されなかった場合、制御部６１は、自己診断が実施で
きなかった旨の情報を当該通信制御装置３０１の識別情報に対応づけて記憶部６６に記憶
する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０５】
　例えば、コントローラ３２０は、当該通信制御装置における通信量の分析情報に基づき
、通信量が最も少ない時間帯で当該通信制御装置３０１がログ情報を送信できる時刻を送
出時刻の候補として選出する。また、コントローラ３２０は、当該通信制御装置における
通信量の分析情報に基づき、通信量が所定閾値未満となる時間帯から当該通信制御装置３
０１がログ情報を送信できる時刻（送出時刻）を選出しても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
　ログ情報の送出時刻の候補を選出すると、コントローラ３２０は、選出したログ情報の
送出時刻の候補を通信制御管理装置５へ送信する（ステップＳ４２４）。これにより、通
信制御装置３０１が選出するログ情報の送出時刻の候補は、通信制御管理装置５が取得す
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】
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